
もうすぐ 夏休み！
　七夕祭もおわり、いよいよ7月21日から40日間の長期にわたる夏

休みがはじまります。

　毎年、夏休み期間中に水死事故や、少年犯罪が増加しています。

このようなくらい事件をなくして、明るく健康的な夏休みをすごす

ために、市内の各小、中学校では次のようなことを注意することに

なりました。ご家庭でも十分な指導とご注意をお願いします。

1．学習について
　午前8時かう10時までの2時間は朝の学習時間として小、中学生

　共全員計画を立てて学習し、この時間は友だちの家をたずねた

　り、外で遊んだりすることはやめさせてくだきい。

　また午後の学習については特別にきめていませんが、こどもの学

　年、能力に応じて勉強するようすすめてくだきい。

◎サイレンー・…夏休み期間中はこれまでの午前8時、正午の12時、

　　　　午後5時の三回のほかに、午前10時と午後7時の二回な

　　　　　らします。

皿．水泳について
◎許可期間・一…7月10日～8月31日ただし天候によって変更もあり

　ます。

◎許可時間……・・午前10時～11時まで午後3時～5時まで

　　♂入水時には必ず準備体操をし水をかぶってはいる．

優懸果濃至難i契罐畿　　　，65
　　γ用便は入水前にすますこと。

　　・小さい者に対して水泳中に足をひっぱったり、深いところへ

　　　つれて行ったりの、いたずらをしない。

◎水泳場所・・……安全区域以外では泳がない。安全区域には黄色い旗

　　　　が立ててあります。中学生は各小学校の許可区域に準じ
　　　　　ます。

皿．外出時間
　午前10時～午後7時まで。ただし午後5時には一旦帰宅する。まつ

　り、土曜市、盆は父兄同伴に限り午後9時まではよいことになつ

　ています。友だち同志の外泊は許可していません。

勾外出の際は必ず行先と帰宅時間と、それに誰と行くかをいって出

　るよう習慣づけてください。

》外出の際は必ず帽子をかぶるようにしてください。

η友だち同志の勉強には特に注意してください。勉強はせずに街を

　ぶらつき、不良化のもとです。
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∵もしこどもさんに事故があっ場合、または学校に連絡する必

　要がある場合には、早目に連絡をお願いします。

　　少年犯罪防止のため
　　　　　　　　こんなときにはご注意を！

O　落つきがなく、注意するとすぐ反抗する。

○　外出が多く、帰宅が遅くなる。

O　服装、態度が変り、金使いが荒くなる。

O　酒をのんだり、たばこをすうようになる。

O　友だちが変り電話や手紙に敏感になる。
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　わたしたちは家族みんなか健康で楽しい毎日をすこし、将来の

生盾にも不安のないようにのそんています。

　このような家庭を築くには家族の愛情と信頼のもとに健全な経

済生活を営むことか必要です。

　健全な経済生玉をするには、自分のくらしの実体をみつめた上

で反省し工夫をこらして生盾を刮画的・合理的なものにすること

か大切てす。それにはまず家計簿をっけましょう。

　貯蓄増強中央委員会と宮崎県貯蓄推進委員会ては、一人ても多

くのかたに家計簿をつけていたたき、「豊かな家庭生活」への羅

針盤として役立てたいという考えから、全国の皆さんから貴重な

体験談を募集します。

◇内　　容

　。家計簿をっけはしめた動機

　。家計簿て発見したムタやムリ。

　。家言1簿をつける喜びや、つけてよかったこと。

　・家計簿をもとにした、これがらの明るい生二目言イ。

　。家計簿をつける苦労話や家族の協力の様子。

　。最近の物価高を、家計簿記帳によりうまく乗う切った体験
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　。グループによる家計簿記帳の勉強ふり。

　このほか、なんても自由に書いてください。記帳経験の短かい

方でも、予算生活までいっていない方ても気軽にご応募ください。

◇原　　稿

　1．本文は400字詰原稿用紙5枚程度（2．ecO字）

2．原稿には、応募者の住所、氏名（ふりかな）、職業、年令、

　家計簿記帳年数のほか、同一家計てくらす家族一覧表、　（応

　募者との続柄、年令、職業、就学状況なと）をそえてください。

　本文のほか最近3ケ月の記帳内容のわかる表をそえてくたさ

　い。
5．応募原稿はお返ししません。封筒の表面に｝家剖簿体験談一

　と書いてください。

◇しめ切り

昭和・・年9月湘　　　　鮎＆
　　　　　　　　　　　　　　ヘタつハ◇入　　選

窮籍讐縫；1：器謂　冨
　佳作40編　賞金各5。000円

　このほか応募者全員には昭和41年版「あかるい生盾の家計簿」

をさしあげます。

◇入選発表

　昭和40年12月上旬、本人に直接通知するほかNHK放送なと一

発表します。

◇送り先
　宮崎市別府町、日本銀行宮崎事務所内　宮崎県貯蓄推進委員会
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伝染病とその主なる症状
病　　名　　伝染経路　　　　　　　　主　　　　　　な　　　　　症　　　　　状　　　　　　　　発生時期

　　　　　　ノ、　　　　　　　　　　　工

．疫　　　痢　同　　　　上　意議かなくなうヒキノケをす蚤。くったりして粘液便か出る。血便をする。　　同　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一

・・テ・ア舞人の3ば鴨欝塑払出下二面欝亨る・熱不鯨雪解咽の痛みか・月一・月
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@　　　　　　　　　　　　　潜伏期間は4日～14日て急激に発病する。　さむけ、ふるえとともに39。～
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日
向
市
長
選
挙

児
玉
新
市
長
が
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
か
病

　　

@　

@　

�
｠
黒
駒
篇

　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
ば
て
辞
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
し

　　

@　

@　

@　

ｭ
た
か
・
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
、

み
な
き
ま
こ
ぞ
ん
し
の
よ
う
に
さ
る
十

一
日
、
市
長
選
挙
か
行
な
わ
れ
、
児
玉

袈
裟
雄
（
6
1
）
前
助
役
か
み
こ
と
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
市
長
は
当
選
の
喜
び
を
次
の
よ
う

に
語
ら
れ
ま
し
た
。
　
「
市
民
の
み
な
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
こ
支
援
と
こ
理
解
て

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
選
挙
期
間
中
に
申
し
あ
げ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

た
公
約
の
実
現
と
、
新
産
都
市
建
設
の

た
め
万
難
を
排
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
そ
ん
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市

政
に
対
し
て
も
市
民
の
み
な
さ
ま
の
こ

協
力
と
こ
指
導
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
」

　
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
前
回
の
市
長

選
挙
に
く
ら
へ
て
、
投
票
率
は
や
や
下

同
う
ま
し
た
か
、
こ
れ
は
市
会
議
員
選

挙
と
同
時
て
な
か
っ
た
こ
と
、
ひ
き
し

ふ
り
の
お
天
気
と
七
夕
祭
て
若
い
人
た

ち
の
投
票
率
か
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

原
因
の
よ
う
て
す
。

　
新
市
長
の
こ
あ
い
さ
つ
な
と
は
次
回

の
広
報
で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
す
る
予

定
て
す
。

　
　
六
月
定
例
議
会

　
六
月
の
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
六
月

十
二
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
不
在
中
の
議
会
て
あ
っ
た
た

め
提
出
さ
れ
た
議
案
は
三
件
、
報
告
か

二
件
て
し
た
。
て
は
次
に
提
出
議
案
の

内
容
を
．
，
．
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
固
定
資
産
評
価
委
員
に

　
　
　
　
　
甲
斐
さ
ん
を
再
選

　
日
向
市
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
う
ち
一
名
か
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
か
、
前
委
員
の
甲
斐
弘
（
6
2
）

さ
ん
か
再
選
き
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
＋
年
度

　
　
日
向
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
初
予
算
に
参
議
院
議
員
選
挙
費
用

百
二
十
万
円
と
、
き
き
に
集
団
赤
痢
か

発
生
し
た
際
の
費
用
、
予
防
費
や
病
院

費
な
と
八
百
八
十
三
万
九
千
円
か
追
加

さ
れ
、
予
算
総
額
は
五
億
七
千
六
百
七

十
五
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
没
者
の
遺
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
3
万
円
の
弔
慰
金

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
三
万
円
の
弔

慰
金
か
国
か
ら
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
は
、
こ
れ
ま

で
遺
族
年
金
・
弔
慰
金
・
公
務
扶
助
料

な
と
か
支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
、
終

戦
二
十
周
年
を
む
か
え
よ
う
と
す
る
こ

ん
に
ち
で
は
、
す
で
に
遺
族
か
失
権

（
死
亡
・
年
令
到
達
・
再
婚
な
ど
）
し

た
た
め
現
在
で
は
、
年
金
の
受
給
資
格

者
か
だ
れ
も
い
な
く
な
っ
て
い
る
例
か

多
い
た
め
、
終
戦
二
十
周
年
に
あ
た
る

本
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
現
に
年
金

の
受
給
者
か
た
れ
も
い
な
い
遺
族
て
、

さ
き
に
弔
慰
金
を
受
け
た
者
（
そ
の
者

か
死
亡
な
ど
失
権
し
て
い
る
場
合
は
戦

没
者
の
子
）
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て

特
別
弔
慰
金
と
し
て
三
万
円
の
国
債

（
昭
和
四
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま

て
毎
年
三
千
円
ず
つ
償
還
）
を
支
給
し

よ
う
と
い
う
も
の
て
す
。

　
八
月
↓
日
か
ら
申
請
書
の
受
け
付
け

を
、
社
会
保
険
課
の
厚
生
係
と
支
所
て

し
ま
す
か
ら
、
そ
こ
て
申
請
用
紙
を
も

ら
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
手
続
の
く
わ
し
い
こ
と
な
ど
は

係
で
お
た
ず
ね
く
た
さ
い
。
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　　　勿瀬戸山建設大臣　工業港を視察勿
　さきの内閣改造で、小山前建設大臣につづいて宮崎県から再び瀬

戸山建設大臣が就任きれ、このことは新産都市建設中の日向市にと

っても大きな喜びです。

　このような時期のさる6月ろ0日、建設大臣が工業港を視察され日

向市の現状を知っていただけたのは、日向市の将来の発展に意義深

いものがあります。

　大臣は建設局で日向市の道路計画、上下水道、し尿処理などにつ

いても熱心に質閥されていました。

　また美々津地区でも地元民の歓迎をうけ、国道の早期完成を約さ

れました。　　　（写真は共和製糖職員を激励される大臣）

日向市農協が発足7月1日から
で
あ
る
た
め
に
、

の
む
ず
か
し
い
問
題
を
か
か
え
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
ゆ
く
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
そ
の
重
点
事
業
の
一
つ
と
し

て
農
業
の
体
質
改
善
、
技
術
指
導
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
農
協
前
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
の
「
農
機
具
セ

ン
タ
ー
」
を
建
設
中
で
す
。

　
こ
の
中
に
は
農
業
技
術
相
談
所
も
つ

く
ら
れ
、
市
で
も
こ
こ
に
農
業
技
師
を

出
向
き
せ
て
指
導
に
当
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
新
し
い
看
板
を
と
り
つ
け
る
農
協

　
　
役
員
）

　
市
内
の
富
島
、
岩
脇
、
美

々
津
の
三
農
協
で
は
、
昭
和

三
十
七
年
か
ら
合
併
問
題
に

真
剣
に
と
り
く
ん
で
き
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
七
月
一
日

か
ら
新
し
く
日
向
市
農
業
協

同
組
合
（
初
代
組
合
長
古
川

敏
氏
）
と
し
て
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
発
足
日
の
一
日
に
は
木
の

香
も
新
し
い
看
板
が
と
り
つ

け
ら
れ
、
組
合
員
二
千
百
五

人
の
大
農
協
と
し
て
、
そ
の

一
足
を
ふ
み
だ
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
新
農
協
は
新
産
都
市
へ
方

向
転
換
を
し
て
い
る
日
向
市

　
　
　
合
併
後
も
い
く
つ
か

宮
崎
県
公
立
学
校
の
教

員
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
昭
和
四
十
一
年
度
宮
崎
県
公
立
学
校

の
教
員
の
採
用
試
験
要
項
が
次
の
と
お

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
早
目
に
手
続
き
を
す

ま
し
て
く
だ
き
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委

員
会
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
対
象
　
高
校
、
中
学
校
、
小
学

校
の
各
教
諭
お
よ
び
養
護
教
諭

◎
出
願
期
間
高
校
教
諭
に
つ
い
て
は

八
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
小
、
申

学
校
教
諭
に
つ
い
て
は
九
月
十
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
。

◎
試
験
日
　
高
校
　
昭
和
四
十
年
八
月

二
十
九
日
。
小
、
中
学
校
教
諭
お
よ
び

養
護
教
諭
　
昭
和
四
十
年
十
月
十
日
。

◎
試
験
場
所
　
宮
崎
市
内
　
県
立
大
宮

高
校所

得
税
の

　
　
予
定
納
視
は
お
す
み
で
す
か

　
七
月
頃
所
得
税
第
一
期
分
の
予
定
納

税
の
月
で
す
。

　
納
め
る
金
額
は
、
税
務
署
か
ら
予
定

納
税
額
の
通
知
書
が
、
お
手
も
と
に
届

き
ま
す
が
、
そ
の
通
知
書
の
予
定
納
税

額
を
七
月
末
ま
で
に
納
め
れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。

　
本
年
四
月
目
ら
の
税
法
改
正
で
昨
年

　
　
　
　
度
よ
り
も
、
さ
ら
に
諸
控
除

金
額
な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
今
回
の
予

定
納
税
額
は
こ
れ
を
も
と
に

計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

減
額
申
請
の
で
き
る
場
合

　
予
定
納
税
額
は
前
年
の
総

所
得
金
額
か
ら
算
出
さ
れ
る

わ
け
で
す
が
、
今
年
に
は
い

っ
て
か
ら
予
定
納
税
の
時
期

ま
で
の
問
に
廃
業
、
災
害
、

病
気
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
所

遭

得
金
額
が
減
っ
た
と
き
は
、
前
年
の
総

所
得
金
額
に
よ
ら
ず
、
予
定
納
税
額

を
、
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
減
額
承
認
申
請
の
期
限
は
、
原

則
と
し
て
七
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
所
得
が
減
る
方
は
早
め
に

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
引
き
上
げ
ら
れ
た
控
除
額

　
四
月
の
税
法
改
正
で
次
の
よ
う
に
諸

控
除
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
カ

ッ
コ
内
は
前
年
分
）

基
礎
控
除
　
十
二
万
七
千
五
百
円
（
十

一
万
七
千
五
百
円
）

配
偶
者
控
除
十
一
万
七
千
五
百
円

（
十
万
八
千
八
百
円
）

扶
養
控
除
　
十
三
才
以
上
五
万
七
千
五

百
円
、
十
三
才
未
満
四
万
七
千
五
百
円

（
十
五
才
以
上
五
万
円
。
十
四
才
と
十

三
才
四
万
六
千
三
百
円
。
十
三
才
未
満

三
万
八
千
八
百
円
）
。

青
色
申
告
者
専
徒
者
控
除
の
限
度
額

　
二
十
才
以
上
十
七
万
二
千
五
百
こ

口
十
四
万
三
千
八
百
円
）
。
二
十
才
未

満
十
四
万
二
千
五
百
円
（
十
一
万
三
千

八
百
円
）

白
色
申
告
書
の
専
従
者
控
除
額

　
十
五
才
以
上
十
一
万
二
千
五
百
円

（
八
万
六
千
三
百
円
）

納
視
組
合
長
さ
ん
へ

　
第
一
期
分
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
で

す
が
、
三
十
一
日
は
土
曜
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
組
合
長
さ
ん
が
た
は
、
毎
度

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
が
、
納
税
者
の
か

た
が
た
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、

早
め
に
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
（
延
岡
税
務
署
）

ご寄附ありがとうございました
　
き
ま
す
。

（
寄
附
者
名
）

　
石
崎
正
堆
（
亀
崎
中
）
橋
口
至
（
南

馳
麟
黙
鹸
町
聡
警
論

（
本
町
）
鹿
児
島
県
人
会
・
三
輪
龍
一

（
細
島
）
大
江
新
一
郎
（
中
町
）
西
岡

房
子
（
上
町
）
成
合
マ
サ
（
曾
根
）
高

山
ッ
イ
（
余
目
）
高
木
芳
蔵
（
細
島
）

藤
井
満
義
（
草
場
）
鹿
子
木
貞
子
（
細

島
）
岡
部
猛
男
（
美
々
津
）
黒
木
光
義

（
原
町
）
鈴
子
進
（
草
場
）
高
木
初
子

（
本
町
）
木
村
勝
茂
（
上
原
町
）
森
茂

樹
（
旭
通
）
日
高
赴
（
公
園
通
り
）
福

田
チ
ヨ
ノ
（
公
園
通
り
）
高
橋
春
一

（
平
岩
）
成
合
松
市
（
亀
崎
中
）
日
高

尭
三
（
財
光
寺
）
田
中
金
次
郎
（
下
原

町
）
江
川
恵
之
助
（
細
島
）
日
吉
チ
ヨ

（
上
町
）
佐
藤
昇
（
中
村
）
海
野
潔
郎

（
高
松
）
村
上
操
（
千
束
口
）
山
口
貞

（
上
町
）
三
樹
徳
市
（
曾
根
）
日
高
魁

（
亀
崎
）
杉
本
久
枝
ほ
か
（
亀
崎
）
山

本
仁
（
亀
崎
）
松
木
宏
（
原
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　
昨
年
の
四
月
か
ら
本
年
の
三

月
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
は
三

十
二
万
二
千
九
百
五
＋
八
円
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
め
ぐ
ま
れ
な

い
こ
ど
も
や
、
お
と
し
よ
り
の

た
め
に
有
益
に
つ
か
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
寄
附
者
ご
と
の
寄
附
金
頷
と

　
敬
称
は
省
略
き
せ
て
い
た
だ

　
　
）

人口（7月旧現在）

男　　　20．780人

　（前月より43人の増）

女　　22．040人
　（前月より51人の増）

計42．820人
　（前月より94人の増）

世帯数10．054

　（前月より5世帯の増）
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